
 
公益社団法人日本図書館協会短期大学・高等専門学校図書館部会規程 

 
（目的） 
第１条 この規程は、公益社団法人日本図書館協会(以下「本法人」という)の定款（以下「定

款」という）第 50 条の規定及び本法人の活動部会通則規程（以下「部会通則」という）第

9 条に基づき、短期大学・高等専門学校図書館部会（以下「部会」という）の組織および運

営等に関して必要な事項を定め、部会の、円滑で活発な部会運営の進展に資することを目

的とする。 
 
（名称） 
第２条 この部会は短期大学・高等専門学校図書館部会と称する。 
 
（部会の設置目的） 
第３条 部会は、部会通則第 4 条第 1 項第 3 号に定める学校教育法第 83 条の規定に基づく

短期大学の図書館のほか、同法第 115 条の２の規定に基づく高等専門学校の図書館及びこ

れに準ずる図書館の発展向上をめざし､共通問題の研究調査およびその実施促進をはかり、

併せて相互の連絡調整を行なうことを目的とする。 
 
（事業） 
第４条 部会は前条の目的を達成するため、おおむね次の事業を行なう。 
（１）会員の研修に関すること 
（２）会報の発行等関すること 
（３）研究調査に関すること 
（４）その他この部会の目的を達成するために必要な事業 
 
（会員の構成） 
第５条 部会の会員は、定款第６条第１号に定める正会員である個人会員及び施設等会員

のうち部会に所属することを申し出た者とする。 
２ 部会は必要に応じ、分科会、専門委員会を置くことができる。 
  
（部会の役員） 

第６条 部会に次の役員を置く。ただし、当分の間、公立短期大学１名以上、私立短期

大学２名以上、高等専門学校１名以上および個人会員若干名をもって構成する。 
（１）部会長１名 
（２）副部会長２名 
（３）幹事１０名以内 
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（４）監査１名 
 
（役員の任務） 
第７条 部会長は部会を代表し、会務を統括する。 
２ 副部会長は部会長を補佐し、部会長事故あるときは、その職務を代行する。 
３ 前条の役員をもって幹事会を構成し、部会長がこれを招集する。 
４ 監査は部会の会計を監査する。 
  
（役員の選出・任期） 
第８条 部会長、副部会長は、幹事の互選をもって決める。 
２ 幹事は、施設会員については、公立短期大学および私立短期大学ならびに高等専門学

校の図書館からの推薦により、個人会員については、幹事会の推薦により、部会総会にお

いて選出する。 
３ 監査は、部会総会において選出する。 
４ 部会の役員は、部会長が任命する。 
５ 部会の役員の任期は、原則として２ヵ年とし、２回まで再任されることができる。た

だし、相当の理由がある場合は、この限りではない。 
  
（部会総会） 
第９条 部会総会は、部会通則第８条の定めるところによる。 
２ 総会は部会長が招集する。 
３ 総会の議長は、総会においてその都度決める。 
４ 総会は、所属部会員の１０分の１以上の出席（委任状および代理者を含む）をもって

成立する。 
５ 総会の議事は、出席者の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 
６ 総会に付議する事項は、幹事会が準備する。 
  
（経費） 
第 10 条 部会の経費は、部会通則第１２条の規定による。 
（１） 本法人の部会活動配分経費 
（２） 研修会参加費等、部会活動事業による受益者負担金 
（３） 本部会の活動を指定した寄附金および補助金等 
 
（活動報告） 
第 11 条 部会長は、部会通則第１３条の規定により、部会の活動状況を理事長に報告しな

ければならない。 
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（規程の改廃） 
第 12 条 部会規程の改廃は、部会総会の議決を経て、理事会の承認による。 
 
附則 

１ この規程は、平成２６年６月 13 日から施行する。 
２ この規程の施行に伴い、社団法人日本図書館協会短期大学図書館部会規程は廃止する。 
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